
令和２年度予算は次表に定めるところによる。

１　歳　入 （単位：千円）

科　　目 本年度予算 前年度当初予算 差 額 説　　明

 負担金 1,727 1,800 △ 73 八戸市一般会計より

 補助金 0 0 0

 雑収入 0 0 0

 繰越金 0 0 0

歳入合計 1,727 1,800 △ 73

２　歳　出 （単位：千円）

科　　目 本年度予算 前年度当初予算 差 額 説　　明

 謝礼 0 0 0 報償費

 旅費 0 0 0 費用弁償、旅費

 需用費 605 876 △ 271 等間隔運行リーフレット印刷経費等

 役務費 122 150 △ 28 切手代、振込手数料

 委託料 950 724 226

 使用料及び貸借料 0 0 0

 備品購入費 0 0 0

 負担金及び補助金 50 50 0 運行支援経費等

 予備費 0 0 0

歳出合計 1,727 1,800 △ 73
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前年度との比較

市営バスと南部バスの八戸駅線の等間隔・共同運行について、チラ

シ・リーフレットにより周知・広報することにより、八戸駅を利用する市

民や観光客の更なる利用促進を図る。

チラシ5,000部、リーフレット15,000部（予定）

深夜乗合交通の利用を促すためのチラシ・リーフレットを作成する。

リーフレット3,000部（予定）

中心市街地の５箇所の停留所「八戸中心街ターミナル」について、

リーフレットにより周知・広報することにより、路線バスを利用する市民

や観光客の更なる利用促進を図る。

リーフレット10,000部

既存バス網を活用した「日帰り企画乗車券」等の販売支援・促進業務

の実施

八戸公共交通ポータルサイトの内容を修正。

路線バス上限運賃化制度の一環として実施している企画乗車券「ま

ちパス」の発行を支援し、初乗り運賃が上がった近距離帯の利用者

離れを防止しながら、中心街の回遊性を高め、バスの利便性向上を

図る。

乗車券6,000部、チラシ3,000部（予定）

振込手数料、印紙代、切手代、封筒代 122 150 △ 28

1,727 1,800 △ 73

まちパス企画乗車券・チラシ印刷費

50 50 04-1
路線バス運賃体系

再構築プロジェクト

△ 362

2-2

　

「育てる公共交通」（協働交通）

構築プロジェクト

「育てる公共交通」実践・普及

プロジェクト

「情報ツール」利用拡大プロ

ジェクト

日帰り企画乗車券支援業務

0 724 △ 724

八戸中心街ターミナル周知用リーフレット作成経費

終了

増減

新規

1-4

　

交通ターミナル

乗継機能強化プロジェクト 175 0

950

200 △ 84

H31年度

当初予算

事務費

3-1
「情報ツール」利用

拡大プロジェクト

Webサイト修正業務

0

継続1-3
小規模需要対応乗合交通運行

プロジェクト

深夜乗合交通チラシ・リーフレット作成経費

総合計

継続

950

175

116

継続

継続

事業の名称 事業内容
Ｒ２年度

当初予算
備考

等間隔・共同運行チラシ・リーフレット作成経費

3141-1 676
市内幹線軸

品質確保プロジェクト
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